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一 般 質 問 (令和６年３月定例会) 

 

１番 大 壁 洋 平 議員 

（一問一答方式） 

１ みちのくウエストライン整備の早期実現について 

(1) 必要性の認識は 

(2) 国と県の状況は 

(3) 本市の現在と今後の活動は 

 

２ 産み育てやすいまちづくりについて 

(1) 産前産後期間における本市の取り組み 

 ① 現状 

 ② 課題 

(2) 無痛分娩 

 ① 現状 

 ② 本市の考え 

(3) 産み育てやすいと感じてもらうには 
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２番 市 村 浩 一 議員 

（一括方式） 

１ 観光ガイドについて 

(1) 観光ガイドの存在について 

(2) 観光ガイドの育成について 

(3) 外国語通訳の育成について 

 

２ 安心安全に登れる鳥海山について 

(1) 案内看板の充実を 

(2) 冬期間における県道滝の小屋線駐車問題について 

 

３ スポーツ施設の指定管理者制度の在り方について 
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１９番 市 原 栄 子 議員 

（一括方式） 

１ 能登半島地震発生時の本市の状況について 

(1)  津波警報下での避難は 

 ① 避難所の開設状況はどのようになっていたか 

 ② 津波避難ビル、公園などの一時避難場所の状況は 

 ③ 情報発信と避難方法の考え方について 

(2)  避難所での対応について 

  ① 担当職員の配置について 

  ② 防災用備蓄の活用はできたか 

  ア 避難所での防災用備蓄使用の判断は誰が行うのか 

  イ 備蓄品等の量は十分であったか 

  ウ 備蓄の補充は行われているか 

  ③ ペットとの避難について 

(3)  情報提供は十分であったか 

  ① 本市から市民への情報伝達はどのように行われたか 

  ② 津波警報発令中の帰宅者の発生は情報不足もあったのでは 

 

２ 本市のこれからの防災体制について 

(1)  孤立集落への対応をどのように考えるか 

① 災害等により孤立する可能性のある集落をどのように認識して 

いるか 

 ② 救助や避難中の備蓄、物資輸送をどのように考えるか 

(2)  防災備蓄の考え方 

① 津波での一時避難場所への配備についてどのように考えるか 

② 津波浸水区域の自治会へも毛布などの防災グッズが必要ではないか 

③ 備蓄の拡充が必要ではないか 
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(3)  安全な避難路の確保を 

(4)  災害時、市民との情報のやり取りを丁寧に行う体制の醸成が 

必要ではないか 

 ① 市民への情報提供の在り方 

 ② 双方向での情報のやり取りをどう工夫して行うか 

 ③ 地域担当職員をどのように配置するか 

(5)  職員の命を守る防災本部体制の構築を 

 ① 総合支所やコミュニティ（防災）センターの活用もできるのでは 

ないか 

(6)  上下水道の耐震化、合併浄化槽の耐震化の強化について 

 ① 上水道の耐震化率と計画での進捗率は 

 ② 下水道での耐震化の考え 

 ③ 合併浄化槽への考え方 

(7) 市民へのハザードマップ、避難所の周知と防災訓練などの災害に 

備えることを啓発する取り組みを 

 

３ 市民の意見を聞き、活かす酒田市へ 

 (1)  ミュニシパリズムを取り入れることの考えは 
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２０番 田 中   斉 議員 

（一括方式） 

１ 本市の津波避難対策 

(1) 能登半島地震での反省点 

 (2) 情報伝達手段と避難情報の質の向上 

  ① 情報収集方法と情報発信、伝達手法の改善策 

 ② 津波予報の伝達経路と気象庁との情報共有 

 ③ 酒田港の津波観測体制の強化 

(3) 津波避難車両の渋滞解消策 

 ① 高台避難場所の車両誘導策 

(4) 市民の防災意識を高める防災訓練の在り方 

  ① 我が身は自分で守る意識の再確認 

  ② 高齢者・障がい者等の要援護者に対する避難支援 

(5) 安心できる緊急避難場所と避難所の運営 

  ① 備蓄資材・防災資機材の見直しと強化 
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２２番 後 藤   仁 議員 

（一括方式） 

１ 旧田沢小学校のコミュニティセンター化について 

(1) これまでの経緯 

(2) 地域の意向 

(3) 課題解決への取り組み 

(4) 今後の地域との協議 

 

２ 内水氾濫への取り組み 

(1) 対策事業の進捗状況と効果 

(2) 札谷地排水路の今後の対策 

 

３ 暖冬による除雪事業者への影響について 

(1) 除雪稼働日数の状況 

(2) 事業者とオペレーターへの対策 

(3) 除雪のデジタル化 
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１４番 安 藤 浩 夫 議員 

（一括方式） 

１ 環鳥海山エリアの観光振興について 

(1) 鳥海山周辺の現状について 

 (2) 秋田県域との連携  

  ① 組織体制の強化 

  ② ユネスコ世界ジオパークの認定について 

(3) 今後の方向性 

 ① 自然体験型観光地に向けて 

 

２ ふるさと納税について 

(1) 状況と分析 

(2) 今後の方向性 

(3) 企業版ふるさと納税の現状と方向性 
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８番 後 藤   泉 議員 

（一問一答方式） 

１ 本市の移住・定住施策に関する諸課題について 

(1) 移住情報誌のランキングから見えること 

(2) 住宅セーフティネット制度の利活用について 

(3) 酒田市空き家等情報サイトについて 

(4) 移住相談の際の災害に遭いにくい地域への居住誘導は 
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１５番 齋 藤   直 議員 

（一問一答方式） 

１ 能登半島地震での本市の対応と課題について 

(1) 被災者の支援状況は 

① 受け入れの状況 

② さらなる支援体制の構築は 

(2) 地震発生後の本市の状況 

(3) 避難所の状況は 

(4) 避難所の鍵の管理は 

(5) 酒田市総合防災訓練での効果 

(6) 本市の課題 

① 課題をどう捉えているか 

 ② 公園トイレの冬期間の閉鎖について 

 ③ マンホールトイレの整備の考えは 

 ④ 沿岸部の街路灯の整備 

 ⑤ 冬期間の避難所運営訓練の実施の考えは 

 ⑥ 庁舎内での避難訓練の状況は 
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１８番 斎 藤   周 議員 

（一括方式） 

１ 第10期酒田市介護保険事業計画に向けての課題 

(1) 利用料について 

① 次期介護保険事業計画に向けて、２割負担の対象範囲を広げること 

を断念するよう、全国市長会等で要望すること 

(2) 保険料について 

① 第９期酒田市介護保険事業計画において、所得配分段階で新たに 

第11段階以降が創設されることに対する疑問 

② 保険料のさらなる引き下げを 
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１０番 後 藤   啓 議員 

（一括方式） 

１ 地域おこし協力隊・集落支援員活動後の定住に向けて 

(1) 活動後の定住実績 

(2) 地域要望と活動内容 

(3) 定住向上への取り組み 

 

２ 住宅の耐震対策 

(1) 住宅の耐震普及率 

(2) 能登半島地震を受けての本市の耐震対策 

(3) 耐震対策と地盤隆起、液状化対策 
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１１番 冨 樫   覚 議員 

（一括方式） 

１ 水道管の耐震化と災害時の水の確保 

(1) 本市の耐震化率の現状 

(2) 今後の耐震化の長期的視点 

① 耐震化の優先順位 

 (3) 防災井戸の取り組み 

① 防災井戸の現状 

 (4) 浄水器の設置 

 

２ 酒田産米（はえぬき）米粉の生産拡大 

(1) 米粉普及の課題 

① 米粉に関する情報不足 

② 小麦粉との価格差 

(2) 米粉用米としてのはえぬきの増産 

 ① 増産に至らない課題と対策 
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６番 佐 藤 喜 紀 議員 

（一括方式） 

１ 第９期酒田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について 

(1) 地域包括ケアシステムの推進について 

(2) 日常生活圏域の見直しについて 

(3) 地域包括支援センターの再編について 

① 地域包括支援センターの機能強化について 

② 基幹型包括支援センターについて 
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４番 遠 田 敏 子 議員 

（一括方式） 

１ 女性の健康課題に対する認識と環境改善に向けた取り組みを 

(1) 女性の健康課題に対する認識 

(2) 本市職員の休暇制度と取得状況 

(3) 市職員に対して利用しやすい制度になっているのか 

 

２ 学校教育現場における薬物過剰摂取について 

(1) 薬物過剰摂取に対する取り組みと課題 

(2) 薬物過剰摂取による救急搬送の現状 

 

３ 本市における市道の日常的管理状況は 

(1) 市道の日常的管理の基本的な考え 

(2) 具体的な確認方法は 
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１３番 松 本 国 博 議員 

（一括方式） 

１ 本市の水稲農業について 

(1) 本市の水稲「生産の目安」 

① 「生産の目安」の数値設定はどのように決定するのか 

ア 売れる酒田産米の実績を目安に反映しているのか 

イ 全国の需要実績に占める県産米のシェア 4.78％ 

ウ 山形県内の「生産の目安」達成及びシェア向上 

② 「生産の目安」が達成できなかった場合のペナルティ 

③ 転作作物「加工用米・輸出用米・米粉用米・飼料用米・大豆・ 

そば・小麦」などについて 

(2) 「人・農地プラン」から「地域計画」の移行について 

① 計画策定において出された課題整理 

② 今後の水田の耕作は誰が、どのように担うのか 

(3) 水田活用交付金の交付対象水田見直し（通称：５年水張りルール） 

について 

① 農業者からの意見 

② 想定される課題と対応 

③ 国・県へ求めていくこと 
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７番 武 田 恵 子 議員 

（一括方式） 

１ 令和６年度市長施政方針について 

(1) 地域経済が活性化し、「働きたい」がかなう酒田 

① 地元でいきいきと働くことができるまち 

ア 日本一女性が働きやすいまちの実現を目指して 

イ 国際女性デーの取り組みの継続を 

(2) 暮らしと生きがいを共に創り、お互いが支え合う酒田 

① 誰もがいきいきと暮らしやすいまち 

ア 男女共同参画社会実現のために 

イ 多様性と人権を尊重する共生社会づくりの推進 

② 未来を担う子どもの笑顔があふれるまち 

ア 子育て世帯訪問支援事業について 

イ 子どもの遊び場について 

③ 健康でいつまでも活躍できるまち 

ア 酒田看護専門学校の支援と就業について 
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５番 伊 藤 欣 哉 議員 

（一括方式） 

１ 能登半島地震からの教訓について 

(1) 本市の避難の状況について 

① 本市が培ってきた対策マニュアルが十分機能したのか、課題と 

なったことは 

② 一部地域で交通渋滞が発生したことに対してどう考えているか 

(2) 断水に対する対策について 

① 水道施設の耐震化の進捗状況は 

② 事業広域化後の耐震化はどのように進んでいくのか 

(3) 耐震化への取組状況について 

① 建物、社会インフラの耐震化の進捗状況 

② 液状化に耐え得る装備となっているのか 

(4) 個別避難計画について 

① 計画作成の進捗状況は 

② 今回の災害で活かされたか 

(5) 地区防災計画について 

① 計画作成の進捗状況は 

② 今回の災害で活かされたか 

 

２ コロナ禍後の景気回復について 

(1) コロナ禍後の景気回復状況について 

(2) タクシーの状況について 

① 稼働台数の減少状況は 

② ライドシェアをどう考えているか 

(3) ２０２４年問題について 

① 各社の運行計画の見直しの進捗状況は 

② 本市物流に関しての影響は  



19 

 

３番 佐 藤   弘 議員 

（一括方式） 

１ 教材費等の無償化を進める 

(1) 教材費等の無償化（保護者負担軽減）の考えについて 

(2) 教材費等負担軽減の着実な実施について 

 

２ １０年先を見据えた大胆な学区改編を 

(1) 本市学区改編の考えについて 

(2) 小中一貫教育を前提にした学区改編を 

 

３ 本市の平和事業 

(1) 市主催の平和事業について 

 

 


